
　木材の利用の促進についての関心と理解を深めるため、漢字の
「十」と「八」を合わせると「木」になることから（図１）、10
月８日を「木材利用推進の日」、10月を「木材利用推進月間」と
することが、令和３年10月に法制化されています。（林野庁ＨＰ
より）
　今回の広報かがみの10月号では、令和４年度に木材利用推進の
一環として、鏡野町産材を利用した建築物や木材を利用した木製品
導入の取り組みについて紹介します。

図 1　「十」+「八」=「木」

　乳幼児期から木に親しみをもって
もらうため、令和３年度末から鏡野
町産材を利用した幼児用玩具（ファ
ーストトイ）を贈呈する事業を開始
しています。令和４年度は計79個の
幼児用玩具の配布を行いました。
　配布の保護者の方からは「木の温
かみを感じる」「木製なので安心し
て遊ばせられる」との声をいただい
ています。
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【10月は木材利用促進月間です】

　令和２年度より、町内の小学校に
通う小学６年生の児童を対象に、自
分たちが鏡野中学校で利用する学習
机を組み立てるワークショップを開
催しています。
　町職員、鏡野町森林づくり協議会、
木工事業者等のサポートのもと、生
徒が自分の力で学習机を作成してい
きます。
　令和４年度は７校でワークショッ
プを開催し、97基の学習机の作成を

行いました。完成した学習机は「ネームプレート」と「金属フレーム脚」が取り付けられ鏡野
中学校で利用されます。

【中学校への木の学習机の導入】

　令和５年４月11日より一般利用が
開始されている鏡野町貯木場の管理
棟は、公共建築物への木材利用の推
進の為、スギ・ヒノキを用いた木造
平屋建てで建設しています。
　利用した鏡野町産材は町内施行業
者にて製材され、柱や梁、桁等210
本、板238枚を利用し、総材積とし
て約5.50㎥を利用しています。

【貯木場管理棟に鏡野町産材を利用！】

【森林のプレゼント（ファーストトイ）】

　令和４年度に、子育て支援課の理
学療法士と共同で木材を利用した子
ども用姿勢矯正椅子を開発しました。
　別途クッション等で隙間をふさぐ
ことで、子ども一人一人の体勢にあ
った姿勢矯正が可能となっています。

【幼児用姿勢矯正椅子の開発】

　子育て支援課と連携し、妊娠届提
出時のプレママ応援事業の一環とし
て、ヒノキの小物入れをプレゼント
しています。
　妊娠中は小物入れとして利用いた
だき、出産後はベビーオイルや綿棒
のケース、体温計等の収納に利用い
ただければ幸いです。

【妊婦さんへの木製品の配布品開発】
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